
(57)【要約】

【課題】ヒータを内蔵する燃料噴射弁において、燃料の

加熱を効果的に行い、ヒータ用コネクタとコイル用コネ

クタを一体化することで、構成が簡易でコンパクトかつ

低コストな燃料噴射弁を得る。

【解決手段】燃料噴射弁１は、燃料通路８８から供給さ

れた燃料を噴射する噴孔３１をバルブニードル４０で開

閉する噴射ノズル部４１と、コイル６１への通電により

バルブニードル４０を駆動する電磁駆動部６０を有して

いる。燃料通路８８上流のボディケース３３の拡径部内

は燃料溜まり８７としてあり、バルブニードル４０の外

周を囲むようにヒータ７０が配設してある。ヒータ７０

とこれに接続するヒータターミナル１５を燃料液中に浸

漬させたので、ヒータの熱を効率よく燃料に伝達するこ

とができ、ヒータターミナル１５の温度上昇が抑制され

るためにコネクタ１３をコイルターミナル１４と一体化

することができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 料 通 路 か ら 供 給 さ れ た 燃 料 を 噴 射 す る 噴 孔 が 形 成 さ れ 、 該 噴 孔 の 開 閉 が バ ル ブ ニ ー ド ル
に よ り 切 り 換 え 自 在 な 噴 射 ノ ズ ル 部 と 、
コ イ ル へ の 通 電 に よ り 電 磁 吸 引 力 を 発 生 さ せ て 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル を 駆 動 す る 電 磁 駆 動 部
と 、
上 記 燃 料 通 路 を 流 通 す る 燃 料 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 を 具 備 す る 燃 料 噴 射 弁 に お い て 、
上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル が 収 容 さ れ る ケ ー ス 部 材 と 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル 外 周 面 と の 隙 間 に 燃 料
を 導 入 し て 上 記 燃 料 通 路 の 一 部 と な る 燃 料 溜 ま り を 構 成 し 、 上 記 加 熱 手 段 を 、 上 記 燃 料 溜
ま り の 燃 料 に 浸 漬 さ せ た 状 態 で 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル が 収 容 さ れ る ケ ー ス 部 材 の 一 部 を 拡 径 し 、 該 拡 径 部 と 上 記 バ ル ブ ニ ー
ド ル 外 周 面 と の 隙 間 を 上 記 燃 料 溜 ま り と な す と と も に 、 上 記 加 熱 手 段 を 筒 状 と し て 上 記 バ
ル ブ ニ ー ド ル の 外 周 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 し 、 上 記 加 熱 手 段 の 内 周 面 側 の 空 間 と 外 周 面 側
の 空 間 と を 互 い に 連 通 さ せ た 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル の 基 端 部 を 、 上 記 燃 料 溜 ま り の 燃 料 に 浸 漬 さ せ た 状
態 で 配 置 す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル の 基 端 部 と 先 端 部 と の 間 に 、 該 タ ー ミ ナ ル か ら の 熱
を 吸 収 す る 吸 熱 手 段 を 設 け る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 と 、 上 記 電 磁 駆 動 部 の コ イ ル 通 電 用 の タ ー
ミ ナ ル の 先 端 部 と が 収 容 さ れ る 一 体 型 コ ネ ク タ を 設 け る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 記 載
の 燃 料 噴 射 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル を 、 基 端 部 側 と 先 端 部 側 の ２ 部 材 に 分 割 し て 構 成 し
、 上 記 基 端 部 側 の 部 材 を 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル を 収 容 す る バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ に 、 上 記
先 端 部 側 の 部 材 を 上 記 コ イ ル を 収 容 す る コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ に 設 け て 、 こ れ ら コ イ ル ア ッ
セ ン ブ リ と バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ と を 組 み 付 け る こ と に よ り 、 上 記 タ ー ミ ナ ル を 構 成 す
る 上 記 ２ 部 材 を 電 気 的 に 接 続 す る 請 求 項 ５ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 燃 機 関 に 燃 料 を 噴 射 す る 燃 料 噴 射 弁 に 関 し 、 詳 し く は 燃 料 を 微 粒 化 す る た め の
ヒ ー タ 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 車 両 の 排 ガ ス 規 制 が 強 化 さ れ て お り 、 排 ガ ス 中 に 含 ま れ る 有 害 成 分 を 低 減 す る こ と
が 大 き な 課 題 と な っ て い る 。 こ の 対 策 と し て 、 燃 料 噴 射 弁 の 噴 孔 か ら 噴 射 す る 燃 料 噴 霧 を
微 粒 化 す る こ と が 有 効 で あ る こ と が 知 ら れ 、 加 熱 し た 燃 料 を 噴 射 し 、 燃 料 を 減 圧 沸 騰 さ せ
て 燃 料 噴 霧 を 微 粒 化 す る 燃 料 噴 射 弁 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 等 ） 。 特 に 、
冷 間 始 動 時 に は 、 噴 射 し た 燃 料 が 微 粒 化 し に く く 、 排 ガ ス 中 の 有 害 成 分 、 例 え ば 、 Ｈ Ｃ や
Ｐ Ｍ と い っ た 成 分 が 増 加 し や す い の で 、 冷 間 始 動 時 に 燃 料 を 加 熱 し て 微 粒 化 す る と 排 ガ ス
中 の 有 害 成 分 低 減 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ ５ ３ ３ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 燃 料 噴 射 弁 １ ０ ０ で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 噴 孔 １ １ ０ を 開 閉 す
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る 弁 部 材 １ ２ ０ と 、 弁 部 材 １ ２ ０ を 駆 動 す る た め の コ イ ル １ ４ ０ と 、 燃 料 を 加 熱 す る た め
の ヒ ー タ １ ５ ０ を 有 し て い る 。 コ イ ル １ ４ ０ へ 電 流 を 供 給 す る た め の タ ー ミ ナ ル １ ３ １ は
コ ネ ク タ １ ３ ０ に 埋 設 さ れ て お り 、 ヒ ー タ １ ５ ０ の 電 極 １ ５ １ へ 電 流 を 供 給 す る た め の タ
ー ミ ナ ル １ ５ ２ は 電 線 １ ５ ３ に よ っ て コ ネ ク タ １ ７ ０ の 図 示 し な い タ ー ミ ナ ル と 電 気 的 に
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ こ で 、 コ イ ル １ ４ ０ と ヒ ー タ １ ５ ０ に 別 々 の コ ネ ク タ １ ３ ０ 、 １ ７ ０ か ら 電 源 を 供 給 し
て い る の は 、 以 下 の 理 由 に よ る 。 す な わ ち 、 ヒ ー タ １ ５ ０ は 、 被 水 し な い よ う に 金 属 製 の
ケ ー ス 部 材 １ ６ ０ に 収 容 さ れ て い る が 、 ヒ ー タ １ ５ ０ の 発 熱 に よ り ケ ー ス 部 材 １ ６ ０ お よ
び タ ー ミ ナ ル １ ５ ２ も 高 温 に な る 。 こ の た め 、 樹 脂 製 で あ る コ ネ ク タ １ ３ ０ に タ ー ミ ナ ル
１ ５ ２ を 収 容 す る こ と は 困 難 で あ り 、 ケ ー ス 部 材 １ ６ ０ の 蓋 に 設 け た 筒 状 部 １ ６ １ か ら 電
線 １ ５ ３ を 取 り 出 し て 、 外 部 の コ ネ ク タ １ ７ ０ に 接 続 す る よ う に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 上 記 構 成 で は 、 ヒ ー タ １ ５ ０ で 発 生 す る 熱 が 外 部 へ 伝 達 さ れ て し ま い 、 燃
料 の 加 熱 に 有 効 に 利 用 さ れ て い る と は い え な い 。 ま た 、 ヒ ー タ 用 コ ネ ク タ １ ７ ０ と コ イ ル
用 コ ネ ク タ １ ３ ０ が 別 体 で あ る こ と は 、 エ ン ジ ン 搭 載 時 に 電 気 配 線 が 複 雑 に な る ば か り で
な く 、 体 格 が 大 き く な り 、 燃 料 噴 射 弁 の 製 造 コ ス ト も 高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 ヒ ー タ の 発 熱 を 燃 料 に 有 効 に 伝 達 し 、 外 部 へ の 伝 熱 を 抑 制 し て 、 燃 料 の
加 熱 を 効 果 的 に 行 う こ と 、 さ ら に は 、 ケ ー ス 部 材 や タ ー ミ ナ ル 等 が 高 温 と な る の を 抑 制 し
て 、 ヒ ー タ 用 コ ネ ク タ と コ イ ル 用 コ ネ ク タ の 一 体 化 を 可 能 に す る こ と に あ り 、 構 成 が 簡 易
で コ ン パ ク ト で あ り 、 製 造 コ ス ト を 抑 制 で き る 噴 射 弁 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 燃 料 噴 射 弁 は 、 燃 料 通 路 か ら 供 給 さ れ た 燃 料 を 噴 射 す る 噴
孔 が 形 成 さ れ 、 該 噴 孔 の 開 閉 が バ ル ブ ニ ー ド ル に よ り 切 り 換 え 自 在 な 噴 射 ノ ズ ル 部 と 、 コ
イ ル へ の 通 電 に よ り 電 磁 吸 引 力 を 発 生 さ せ て 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル を 駆 動 す る 電 磁 駆 動 部 と
、 上 記 燃 料 通 路 を 流 通 す る 燃 料 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 を 有 し て い る 。
上 記 噴 射 ノ ズ ル 部 は 、 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル が 収 容 さ れ る ケ ー ス 部 材 を 有 し 、 こ の ケ ー ス 部
材 と 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル 外 周 面 と の 隙 間 に 燃 料 を 導 入 す る こ と に よ り 、 上 記 燃 料 通 路 の 一
部 と な る 燃 料 溜 ま り を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 上 記 加 熱 手 段 を 、 上 記 燃 料 溜 ま り の 燃 料 に
浸 漬 さ せ た 状 態 で 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 上 記 加 熱 手 段 を 上 記 燃 料 溜 ま り の 燃 料 液 中 に 接 触 さ せ て 配 し た の で 、
上 記 加 熱 手 段 の 熱 を 燃 料 に 伝 達 し や す い 。 従 っ て 、 噴 孔 に 供 給 さ れ る 燃 料 を 効 果 的 に 加 熱
し て 、 冷 間 始 動 時 に お け る 燃 料 の 微 粒 化 を 促 進 で き る 。 ま た 、 燃 料 液 が 介 在 し て い る の で
、 他 部 材 へ の 伝 熱 が 抑 制 さ れ 、 設 計 の 自 由 度 が 向 上 す る 。 よ っ て 、 例 え ば 、 ヒ ー タ 用 コ ネ
ク タ と コ イ ル 用 コ ネ ク タ を 一 体 化 し て 構 成 を コ ン パ ク ト に す る こ と が 可 能 と な り 、 製 造 コ
ス ト を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 は 、 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル が 収 容 さ れ る ケ ー ス 部 材 の 一 部 を 拡 径
し 、 該 拡 径 部 と 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル 外 周 面 と の 隙 間 を 上 記 燃 料 溜 ま り と す る 。 ま た 、 上 記
加 熱 手 段 を 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル の 外 周 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 し 、 上 記 加 熱 手 段 の 内 周 面 側
の 空 間 と 外 周 面 側 の 空 間 と を 互 い に 連 通 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
具 体 的 に は 、 上 記 バ ル ブ ニ ー ド ル の 周 囲 に 拡 径 部 を 設 け て 上 記 加 熱 手 段 を 配 置 し 、 燃 料 を
充 填 す る こ と で 、 容 易 に 上 記 燃 料 溜 ま り に 上 記 加 熱 手 段 を 浸 漬 さ せ る こ と が で き る 。 こ の
時 、 上 記 加 熱 手 段 の 内 周 面 側 の 空 間 と 外 周 面 側 の 空 間 と を 連 通 さ せ る こ と で 、 両 空 間 に 燃
料 を 流 通 さ せ 、 効 率 よ く 燃 料 を 加 熱 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 は 、 上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル の 基 端 部 を 、 上 記 燃
料 溜 ま り の 燃 料 に 浸 漬 さ せ た 状 態 で 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 上 記 タ ー ミ ナ ル の 基 端 部 を 燃 料 液 に 接 触 さ せ る こ と で 、 該 一 端 部 の 温
度 上 昇 を 抑 制 で き る 。 よ っ て 、 上 記 一 端 部 か ら の 熱 伝 導 で 上 記 タ ー ミ ナ ル の 他 端 部 が 高 温
と な る の を 抑 制 で き る の で 、 例 え ば 、 ヒ ー タ 用 コ ネ ク タ を コ イ ル 用 コ ネ ク タ に 一 体 に 構 成
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 は 、 上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル の 基 端 部 と 先 端 部 と
の 間 に 、 該 タ ー ミ ナ ル か ら の 熱 を 吸 収 す る 吸 熱 手 段 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 上 記 吸 熱 手 段 に よ り 、 上 記 基 端 部 か ら の 熱 伝 導 が さ ら に 抑 制 さ れ る の
で 、 上 記 タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 は 、 上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 と 、 上 記 電
磁 駆 動 部 の コ イ ル 通 電 用 の タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 と が 収 容 さ れ る 一 体 型 コ ネ ク タ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 上 記 加 熱 手 段 へ の 電 源 供 給 部 と 、 上 記 電 磁 駆 動 部 へ の 電 源 供 給 部 を １
つ の コ ネ ク タ に 集 約 で き る の で 、 構 成 が 簡 易 に な り 、 小 型 化 が 可 能 で 製 造 コ ス ト が 低 減 で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 燃 料 噴 射 弁 は 、 上 記 加 熱 手 段 に 接 続 さ れ る タ ー ミ ナ ル を 、 基 端 部 側 と 上 記
先 端 部 側 の ２ 部 材 に 分 割 し て 構 成 す る 。 そ し て 、 上 記 基 端 部 側 の 部 材 を 上 記 バ ル ブ ニ ー ド
ル を 収 容 す る バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ に 、 上 記 先 端 部 側 の 部 材 を 上 記 コ イ ル を 収 容 す る コ
イ ル ア ッ セ ン ブ リ に 設 け て 、 こ れ ら コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ と バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ と を 組
み 付 け る こ と に よ り 、 上 記 タ ー ミ ナ ル を 構 成 す る 上 記 ２ 部 材 を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 加 熱 手 段 に 通 電 す る た め の タ ー ミ ナ ル と 、 上 記 コ イ ル に 通 電 す る た め の タ ー ミ ナ ル と
を 一 体 型 コ ネ ク タ に 集 約 す る 場 合 、 上 記 加 熱 手 段 に 通 電 す る た め の タ ー ミ ナ ル を ２ 分 割 す
る と 、 そ の 一 方 と 上 記 コ イ ル 用 の タ ー ミ ナ ル と を 予 め 樹 脂 モ － ル ド し て コ ネ ク タ を 形 成 す
る こ と が で き る 。 こ れ を コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ と し て バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ に 組 み 付 け る
こ と に よ り 、 容 易 に 燃 料 噴 射 弁 を 製 作 す る と と も に 、 上 記 ２ 部 材 を 接 続 し て 上 記 タ ー ミ ナ
ル と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 燃 料 噴 射 弁 構 造 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に お い て 、 燃 料 噴 射 弁 １
は 、 ボ デ ィ パ イ プ １ ０ 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ 、 ケ ー ス 部 材 と し て の ボ デ ィ
ケ ー ス ３ ３ 、 弁 部 材 と し て の バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ 、 噴 孔 ３ １ を 開 閉 し て 燃 料 を 噴 射 す る 噴
射 ノ ズ ル 部 ４ １ 、 バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ を 駆 動 す る 電 磁 駆 動 部 ６ ０ 、 加 熱 手 段 と し て の ヒ ー
タ ７ ０ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ボ デ ィ パ イ プ １ ０ は 、 バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ の 基 端 部 （ 図 の 上 端 部 ） が 収 容 さ れ る ハ ウ ジ ン
グ ２ ０ の 上 端 開 口 部 内 に 挿 通 固 定 さ れ る 。 ボ デ ィ パ イ プ １ ０ は 概 略 円 筒 形 状 で あ り 、 筒 内
部 に 、 図 の 上 方 か ら 固 定 鉄 心 ５ ３ お よ び コ ア ５ ２ を 収 容 し て い る 。 固 定 鉄 心 ５ ３ は 円 筒 状
で あ り 、 内 部 に ス プ リ ン グ ５ １ お よ び そ の 付 勢 力 を 調 整 す る ア ジ ャ ス テ ィ ン グ パ イ プ ５ ４
を 収 容 し て い る 。 固 定 鉄 心 ５ ３ の 下 面 に 対 向 し て 位 置 す る コ ア ５ ２ は 、 磁 性 材 料 か ら 形 成
さ れ て お り 、 コ ア ５ ２ と 固 定 鉄 心 ５ ３ と は 当 接 可 能 で あ る 。 コ ア ５ ２ は 大 小 二 段 径 の 筒 状
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で 、 小 径 の 下 端 部 が バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ の 基 端 部 に レ ー ザ 溶 接 等 に よ り 固 定 さ れ て 、 一 体
に 上 下 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ボ デ ィ パ イ プ １ ０ は 磁 性 部 と 非 磁 性 部 と か ら な り 、 例 え ば 複 合 磁 性 材 で 形 成 さ れ て い る 。
ボ デ ィ パ イ プ １ ０ は 、 下 方 の 噴 射 ノ ズ ル 部 ４ １ 側 か ら 第 １ 磁 性 部 １ ０ ａ 、 磁 気 抵 抗 部 と し
て の 非 磁 性 部 １ ０ ｂ 、 第 ２ 磁 性 部 １ ０ ｃ の 順 で 一 体 成 形 さ れ て い る 。 第 １ 磁 性 部 １ ０ ａ お
よ び 第 ２ 磁 性 部 １ ０ ｃ は 磁 性 化 さ れ て お り 、 非 磁 性 部 １ ０ ｃ は ボ デ ィ パ イ プ １ ０ の 一 部 を
加 熱 し て 非 磁 性 化 さ れ て い る 。 非 磁 性 部 １ ０ ｂ は 、 第 １ 磁 性 部 １ ０ ａ と 第 ２ 磁 性 部 １ ０ ｃ
と の 間 で 磁 束 が 短 絡 す る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス プ リ ン グ ５ １ は 、 一 方 の 端 部 （ 図 の 上 端 部 ） が ア ジ ャ ス テ ィ ン グ パ イ プ ５ ４ に 、 他 方 の
端 部 （ 図 の 下 端 部 ） が コ ア ５ ２ の 段 部 に 当 接 し 、 両 者 の 間 に 保 持 さ れ て い る 。 ス プ リ ン グ
５ １ は バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ を 噴 孔 ３ １ 方 向 、 す な わ ち 閉 弁 方 向 に 付 勢 し て お り 、 ア ジ ャ ス
テ ィ ン グ パ イ プ ５ ４ の 圧 入 量 を 調 節 す る こ と に よ り ス プ リ ン グ ５ １ の 荷 重 を 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ア ジ ャ ス テ ィ ン グ パ イ プ ５ ４ の 筒 内 、 固 定 鉄 心 ５ ３ お よ び コ ア ５ ２ の 筒 内 は 、 そ れ ぞ れ 燃
料 が 流 通 可 能 な 燃 料 通 路 ８ １ お よ び 燃 料 通 路 ８ ２ と し て あ る 。 燃 料 通 路 ８ １ は 、 ボ デ ィ パ
イ プ １ ０ の 上 端 部 に 固 定 さ れ る 燃 料 導 入 管 ２ １ に 接 続 し て い る 。 ま た 、 コ ア ５ ２ の 下 端 部
側 壁 に は 、 燃 料 通 路 ８ １ 、 ８ ２ を 通 過 し た 燃 料 が 流 通 可 能 な 燃 料 流 通 孔 ８ ４ が 貫 通 形 成 さ
れ て い る 。 従 っ て 、 燃 料 導 入 管 ２ １ か ら フ ィ ル タ ２ ２ を 介 し て 導 入 さ れ る 燃 料 が 、 燃 料 通
路 ８ １ 、 ８ ２ お よ び 燃 料 流 通 孔 ８ ４ を 経 て ハ ウ ジ ン グ ２ ０ 内 の 燃 料 通 路 ８ ３ へ 供 給 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
噴 射 ノ ズ ル 部 ４ １ は 、 大 小 二 段 径 の ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ の 下 半 部 に 収 容 さ れ る ノ ズ ル ボ デ ィ
３ ０ と バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ な ど か ら 構 成 さ れ る 。 ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ は ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 下
端 部 に レ ー ザ 溶 接 等 に よ り 固 定 さ れ て お り 、 バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ 先 端 部 （ 図 の 下 端 部 ） が
ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ 内 に 位 置 し て い る 。 ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ の 先 端 部 （ 図 の 下 端 部 ） を 貫 通 し
て 噴 孔 ３ １ が 形 成 さ れ 、 噴 孔 ３ １ 入 口 側 の ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ 内 周 部 に は 弁 座 部 ３ ２ が 設 け
ら れ て い る 。 バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ に は 弁 座 部 ３ ２ に 着 座 可 能 な 当 接 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て い
る 。 当 接 部 ４ ２ が 弁 座 部 ３ ２ に 着 座 し て 噴 孔 ３ １ が 閉 塞 さ れ る と 燃 料 噴 射 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
電 磁 駆 動 装 置 ６ ０ は 、 ボ デ ィ パ イ プ １ ０ の 外 周 側 に 固 定 鉄 心 ５ ３ を 包 囲 す る よ う に 配 設 さ
れ て い る 。 電 磁 駆 動 装 置 ６ ０ は 、 コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ な ら び に 磁 気 回 路 を 構 成 す る 磁
性 材 料 か ら な る ヨ ー ク １ ２ と 、 ボ デ ィ パ イ プ １ ０ 内 の 固 定 鉄 心 ５ ３ 、 コ ア ５ ２ な ど か ら 構
成 さ れ て い る 。 コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ は コ イ ル ６ １ な ら び に コ イ ル ６ １ が 巻 回 さ れ る ボ
ビ ン ６ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 コ イ ル ６ １ に 通 電 す る こ と に よ り 固 定 鉄 心 ５ ３ に 電 磁 吸 引 力 が
発 生 し 、 コ ア ５ ２ と と も に バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ を 図 １ の 上 方 へ 吸 引 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ の 外 周 に は 、 樹 脂 モ ー ル ド に よ り コ ネ ク タ １ ３ が 形 成 さ れ て い る
。 コ ネ ク タ １ ３ 内 に は コ イ ル ６ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４ と 、 ヒ ー タ
７ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ が 埋 設 さ れ て い る 。 コ イ ル タ ー ミ ナ ル １
４ な ら び に ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ は 図 示 し な い エ ン ジ ン 制 御 装 置 に 接 続 さ れ 、 エ ン ジ ン の
運 転 状 況 に 応 じ て エ ン ジ ン 制 御 装 置 か ら 出 力 さ れ た 所 定 の 電 流 値 が コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４
な ら び に ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ヒ ー タ ７ ０ は 筒 状 で 、 拡 径 部 と し て の ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ の 上 半 部 内 に 、 バ ル ブ ニ ー ド ル ４
０ の 外 周 を 包 囲 す る よ う に 配 設 さ れ て い る 。 ヒ ー タ ７ ０ の 上 端 部 に は 図 示 し な い 凹 部 が 設
け ら れ て お り 、 該 凹 部 に ヒ ー タ 固 定 治 具 ７ １ が は め 込 ま れ て い る 。 ヒ ー タ 固 定 治 具 ７ １ は
レ ー ザ 溶 接 等 に よ り ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 下 端 開 口 部 内 に 固 定 さ れ て い る 。 ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３
の 上 半 部 内 の 空 間 は 、 燃 料 溜 ま り ８ ７ と し て あ り 、 ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ の 段 付 部 に 形 成 さ れ
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る 通 路 ８ ９ に よ っ て ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ 内 の 燃 料 通 路 ８ ８ と 連 通 し て い る 。 燃 料 溜 ま り ８ ７
は 、 ヒ ー タ ７ ０ の 設 置 に よ っ て そ の 内 周 面 側 と 外 周 面 側 に 区 画 さ れ て お り 、 ヒ ー タ ７ ０ 内
周 面 と バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ 外 周 面 と の 間 に 形 成 さ れ る 燃 料 通 路 ８ ６ は 、 図 示 し な い 通 路 に
よ っ て 、 ま た は 通 路 ８ ９ に よ っ て 外 周 側 の 燃 料 溜 ま り ８ ７ と 連 通 し て い る 。 燃 料 通 路 ８ ６
の 上 端 側 は ヒ ー タ 固 定 治 具 ７ １ 内 の 燃 料 通 路 ８ ５ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ヒ ー タ ７ ０ は 、 例 え ば 、 セ ラ ミ ッ ク ヒ ー タ か ら な り 、 発 熱 抵 抗 体 を セ ラ ミ ッ ク で 焼 結 し 円
筒 状 に 一 体 成 形 し た 公 知 の 構 造 を 有 し て い る 。 な お 、 セ ラ ミ ッ ク 等 に よ り 形 成 さ れ た ヒ ー
タ ７ ０ と 、 金 属 で 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ２ ０ 等 の 周 囲 部 材 と は 線 膨 張 係 数 が 異 な る た め 、
ヒ ー タ ７ ０ の 発 熱 時 に は 熱 膨 張 差 が 生 じ 、 ヒ ー タ の 割 れ 、 ぐ ら つ き 等 の 発 生 が 懸 念 さ れ る
。 そ の た め 、 ヒ ー タ ７ ０ は 台 座 ７ ２ を 介 し て 皿 状 の ス プ リ ン グ ７ ３ で 図 中 下 方 に 付 勢 固 定
さ れ て い る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 ヒ ー タ ７ ０ の 発 熱 に よ り ヒ ー タ ７ ０ と 金 属 か ら 成 る
周 囲 部 材 の 間 に 熱 膨 張 差 が 生 じ て も ス プ リ ン グ ７ ３ が 伸 び 縮 み す る こ と に よ り 吸 収 で き る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ヒ ー タ ７ ０ に は ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ が 溶 接 等 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル
１ ５ の 基 端 部 は 燃 料 溜 ま り ８ ７ 内 に 位 置 し 、 先 端 部 は 、 金 属 製 の ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に 開 け ら
れ た 貫 通 穴 ７ ４ を 通 し て コ ネ ク タ １ ３ 内 に 延 び 、 外 部 に 取 り 出 さ れ て い る 。 貫 通 穴 ７ ４ は
、 例 え ば 、 絶 縁 性 の あ る ガ ラ ス を 用 い た ハ ー メ チ ッ ク シ ー ル ７ ５ 等 に よ り 封 止 さ れ て い る
。 ハ ー メ チ ッ ク シ ー ル ７ ５ は ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 内 部 と 外 部 の 封 止 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ と ヒ ー
タ タ ー ミ ナ ル １ ５ の 絶 縁 を 行 っ て い る 。 ま た 、 金 属 製 の ハ ウ ジ ン グ ２ ０ が 吸 熱 手 段 と し て
機 能 し 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ の 先 端 部 側 が 基 端 部 側 か ら の 熱 伝 導 に よ り 温 度 上 昇 す る の
を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 １ の 組 付 け 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ２ に 示 す バ ル
ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ を 製 造 す る 。 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 上 端
側 に コ ア ５ ２ 、 固 定 鉄 心 ５ ３ な ど を 収 容 す る ボ デ ィ パ イ プ １ ０ を 、 下 端 側 に ニ ー ド ル バ ル
ブ ４ ０ 、 ヒ ー タ ７ ０ 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ な ど を 収 容 す る ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ を 固 定 す る こ と
に よ り 構 成 さ れ る 。 次 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 磁 駆 動 装 置 ６ ０ を 構 成 す る コ イ ル ア ッ セ
ン ブ リ １ １ を 、 図 の 上 方 よ り 組 み 付 け た 後 、 ヨ ー ク １ ２ を コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ の 外 周
部 を 覆 う よ う に 固 定 し 、 バ ル ブ ア ッ セ ン ブ リ Ｂ と す る 。 そ の 後 、 コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １
の 外 周 を 覆 う よ う に 樹 脂 モ ー ル ド し て コ ネ ク タ １ ３ を 成 型 し 、 図 １ の 燃 料 噴 射 弁 １ が 完 成
す る 。 各 ア ッ セ ン ブ リ の 詳 細 構 成 は 前 述 し た 通 り で あ り 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 構 成 に お い て 、 コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４ に 電 流 が 印 加 さ れ る と 固 定 鉄 心 ５ ３ に 電 磁 吸 引
力 が 発 生 し 、 コ ア ５ ２ な ら び に コ ア ５ ２ に 接 続 さ れ た バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ が 図 １ の 上 方 に
吸 引 さ れ 、 噴 孔 ３ １ の 開 弁 が 行 わ れ る 。 燃 料 通 路 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ４ を 通 過 し た 燃 料 は 、 ハ
ウ ジ ン グ ２ ０ の 燃 料 通 路 ８ ３ 、 台 座 ７ ２ の 内 周 部 に 形 成 さ れ た 燃 料 通 路 ８ ５ 、 ヒ ー タ ７ ０
内 周 面 と バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ と の 間 に 形 成 さ れ た 燃 料 通 路 ８ ６ を 経 て 、 ま た は 図 示 し な い
ヒ ー タ ７ ０ の 内 周 面 側 と 外 周 面 側 と を 連 通 す る 燃 料 通 路 か ら 、 ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ と ヒ ー タ
７ ０ 外 周 面 に よ っ て 形 成 さ れ る 燃 料 溜 ま り ８ ７ 、 通 路 ８ ９ を 通 っ て 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ 内
部 の 燃 料 通 路 ８ ８ へ と 導 か れ る 。 燃 料 通 路 ８ ８ 内 の 燃 料 は 、 バ ル ブ ニ ー ド ル ４ ０ の 上 方 へ
の 移 動 に 伴 っ て 弁 座 部 ３ ２ と 当 接 部 ４ ２ の 間 に 形 成 さ れ る 燃 料 通 路 を 通 っ て 、 噴 孔 ３ １ よ
り 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ こ で 、 冷 間 始 動 時 等 に お い て 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ に 電 流 が 印 加 さ れ る と ヒ ー タ ７ ０
が 発 熱 し 、 燃 料 通 路 ８ ６ お よ び 燃 料 溜 ま り ８ ７ 内 に あ る 燃 料 が 加 熱 さ れ る 。 従 っ て 、 加 熱
さ れ た 燃 料 を 噴 孔 ３ １ よ り 噴 射 す る こ と が で き る の で 、 微 粒 化 が 促 進 さ れ 、 排 ガ ス 中 に 含
ま れ る 有 害 成 分 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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し か も 、 ヒ ー タ ７ ０ が 、 燃 料 溜 ま り ８ ７ お よ び 燃 料 通 路 ８ ６ を 流 通 す る 燃 料 液 中 に 浸 さ れ
た 状 態 と な っ て い る の で 、 外 部 へ の 放 熱 を 抑 制 し つ つ 燃 料 の 加 熱 を 効 率 よ く 行 う こ と が で
き る 。 さ ら に 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ は 、 基 端 部 が 燃 料 溜 ま り ８ ７ の 燃 料 液 中 に 浸 さ れ て
温 度 上 昇 し に く く な っ て お り 、 ま た 、 吸 熱 部 と な る ハ ウ ジ ン グ ２ ０ 内 を 設 け た の で 、 先 端
部 が 高 温 と な り に く い 。 よ っ て 、 コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４ と 一 体 の コ ネ ク タ １ ３ に 収 容 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 コ イ ル ６ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４ と 、 ヒ ー タ ７ ０ に 電 気 的
に 接 続 さ れ た ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ を 、 １ つ の コ ネ ク タ １ ３ に 一 体 化 し た の で 、 燃 料 噴 射
弁 に 接 続 す る コ ネ ク タ が １ 箇 所 で 済 み 、 電 気 配 線 が 簡 素 化 で き る 。 ま た 、 上 記 図 ８ の 従 来
構 成 に お い て は ２ 箇 所 に あ っ た コ ネ ク タ が １ つ に ま と め ら れ た の で 、 燃 料 噴 射 弁 と し て の
体 格 が コ ン パ ク ト に な り 、 製 造 コ ス ト も 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
図 ４ に 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 。 燃 料 噴 射 弁 １ の 基 本 的 な 構 造 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の
で 、 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。 上 記 第 １ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 １ は 、 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン
ブ リ Ａ と コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ を 組 み 付 け た 後 、 樹 脂 モ － ル ド し て 一 体 化 さ れ る が 、 図
４ に 示 す 本 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 １ は 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ を ２ 部 材 １ ５ Ａ 、 １ ５ Ｂ に
分 割 し て 予 め コ ネ ク タ １ ３ を 形 成 す る こ と に よ り 、 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ と コ イ ル
ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ と が 分 解 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ５ に バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ の 構 造 を 示 す 。 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ は 、 ニ ー
ド ル バ ル ブ ４ ０ 、 ヒ ー タ ７ ０ 、 ノ ズ ル ボ デ ィ ３ ０ 、 ボ デ ィ ケ ー ス ３ ３ 、 ボ デ ィ パ イ プ １ ０
な ど か ら 構 成 さ れ る 。 ヒ ー タ ７ ０ に は 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ の 基 端 部 側 部 材 と し て の オ
ス ピ ン １ ５ Ａ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に 開 け ら れ た 貫 通 穴 ７ ４ か ら 、
噴 射 弁 外 部 に 取 り 出 さ れ て い る 。 貫 通 穴 ７ ４ は ハ ー メ チ ッ ク シ ー ル ７ ５ 等 に よ り 封 止 さ れ
て い る 。 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ の 組 み 付 け 手 順 は 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ６ に コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ の 構 造 と 組 立 て 手 順 を 示 す 。 ま ず 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ
う に ボ ビ ン ６ ２ に コ イ ル ６ １ を 巻 回 し 、 ボ ビ ン ６ ２ に 固 定 さ れ た コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４ と
コ イ ル ６ １ を 電 気 的 に 接 続 す る 。 次 工 程 で 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル
１ ５ の 先 端 部 側 部 材 と し て の メ ス ピ ン １ ５ Ｂ を 、 ボ ビ ン ６ ２ の 下 端 か ら 延 出 形 成 さ れ た 固
定 部 ６ ３ に 熱 溶 着 等 に よ り 固 定 す る 。 そ の 後 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 コ イ ル ６ １ 、 ボ
ビ ン ６ ２ 、 コ イ ル タ ー ミ ナ ル １ ４ 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ と な る メ ス ピ ン １ ５ Ｂ の 外 周 部
を 樹 脂 モ ー ル ド で 覆 っ て 、 コ ネ ク タ １ ３ を 形 成 し 、 コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ が 完 成 す る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ７ に 、 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ の 先 端 部 側 部 材 と し て の メ ス ピ ン １ ５ Ｂ の 構 造 を 示 す 。 ヒ
ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ と な る メ ス ピ ン １ ５ Ｂ に は 、 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ に 設 け ら れ
る ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ の 基 端 部 側 部 材 と し て の オ ス ピ ン １ ５ Ａ と 接 続 す る た め の メ ス ピ
ン 部 １ ６ と 、 ボ ビ ン ６ ２ に 固 定 す る た め の 固 定 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 の よ う に 製 造 さ れ た バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ と コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ は 、 図
５ に 示 す バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ に 、 噴 孔 ３ １ の 反 対 側 （ 図 の 上 側 ） か ら 、 図 ６ （ ｃ
） に 示 す コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ を 組 み 付 け る こ と で 一 体 化 さ れ る 。 ヒ ー タ ７ ０ は 、 ヒ
ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ の 基 端 部 側 の オ ス ピ ン １ ５ Ａ と 先 端 部 側 の メ ス ピ ン １ ５ Ｂ が 結 合 さ れ
る こ と に よ り 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 実 施 形 態 の 構 成 に よ っ て も 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 さ ら に 、 ヒ
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ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ を 、 基 端 部 側 の オ ス ピ ン １ ５ Ａ と 先 端 部 側 の メ ス ピ ン １ ５ Ｂ に ２ 分 割
し 、 そ れ ぞ れ を バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ と コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ に 収 容 す る 構 成
と し た の で 、 予 め コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ に コ ネ ク タ １ ３ を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ
し て 、 バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ Ａ ´ と コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ を 組 み 付 け 、 オ ス ピ ン １
５ Ａ と メ ス ピ ン １ ５ Ｂ を 結 合 す る こ と で 、 容 易 に ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル １ ５ を 形 成 し 、 電 源 供
給 部 を 完 成 す る こ と が で き る の で 、 製 作 工 程 が 簡 易 に で き る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 廃 棄 時
に 主 に 樹 脂 部 か ら 成 る コ イ ル サ ブ ア ッ セ ン ブ リ １ １ ´ と 、 金 属 か ら 成 る バ ル ブ サ ブ ア ッ セ
ン ブ リ Ａ ´ が 容 易 に 分 解 で き 、 リ サ イ ク ル 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ヒ ー タ を 内 蔵 す る 燃 料 噴 射 弁 に お い て 、 燃 料 の 加 熱 を 効
果 的 に 行 う こ と が で き 、 さ ら に 、 ヒ ー タ 用 コ ネ ク タ と コ イ ル 用 コ ネ ク タ を 一 体 化 す る こ と
で 、 構 成 が 簡 易 で コ ン パ ク ト で あ り 、 低 コ ス ト な 燃 料 噴 射 弁 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 の 全 体 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 の 組 み 付 け 手 順 を 説 明 す る た め の 図 で 、 燃 料 噴 射 弁 の
バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 の 組 み 付 け 手 順 を 説 明 す る た め の 図 で 、 燃 料 噴 射 弁 の
バ ル ブ ア ッ セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 の 全 体 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 の 組 み 付 け 手 順 を 説 明 す る た め の 図 で 、 燃 料 噴 射 弁 の
バ ル ブ サ ブ ア ッ セ ン ブ リ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 第 ２ 実 施 形 態 の コ イ ル ア ッ セ ン ブ リ の 組 み 付 け 手 順 を 説 明 す る
た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 燃 料 噴 射 弁 に お い て ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル と な る メ ス ピ ン 構 成 を 示 す
拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 燃 料 噴 射 弁 の 全 体 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 燃 料 噴 射 弁
１ ０ 　 ボ デ ィ パ イ プ
１ ３ 　 コ ネ ク タ
１ ４ 　 コ イ ル タ ー ミ ナ ル
１ ５ 　 ヒ ー タ タ ー ミ ナ ル
１ ５ Ａ 　 オ ス ピ ン （ 基 端 側 部 材 ）
１ ５ Ｂ 　 メ ス ピ ン （ 先 端 側 部 材 ）
２ ０ 　 ハ ウ ジ ン グ （ 吸 熱 手 段 ）
３ ０ 　 ノ ズ ル ボ デ ィ
３ １ 　 噴 孔
３ ３ 　 ボ デ ィ ケ ー ス （ ケ ー ス 部 材 ）
４ ０ 　 バ ル ブ ニ ー ド ル
４ １ 　 噴 射 ノ ズ ル 部
５ １ 　 ス プ リ ン グ
５ ２ 　 コ ア
５ ３ 　 固 定 鉄 心
６ ０ 　 電 磁 駆 動 装 置
６ １ 　 コ イ ル
７ ０ 　 ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ）
７ ４ 　 貫 通 孔
８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ８ 　 燃 料 通 路
８ ７ 　 燃 料 溜 ま り
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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